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現
在
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評
価
手
法
の
検
討
に
つ
い
て
 

 

計
画
及
び
実
績
 

事
業
 

事
業
目
的
等
 

全
体
計
画
 

実
績
 

評
価
項
目
案
 

評
価
項
目
に
対
す
る
考
え
方
等
 

森
林

の
整

備

（
人
工
林
）
 

林
業
活
動
で
は

整
備
が
困
難
な

人
工
林
の
間
伐
 

間
伐
面
積
 

15
,0
00
ha
 

  

・
県
全
体
の
整
備
率
 

(他
事
業
含
む
) 

・
下
層
植
生
の
導
入
 

・
林
況
変
化
 

・
公
益
的
機
能
 

・
看
板
等
の
設
置
数
 

・
県
民
の
理
解
、
意
識
 

・
森
林
所
有
者
意
識
 

・
事
業
進
捗
の
都
市
部
で
の

認
知
度
 

 

森
林
（
人
工
林
）
の
整
備
事
業
に
お
い
て
は
、
既
存
の
他
事
業
に
よ
る
整
備
も
含

め
た
県
全
体
の
整
備
面
積
を
面
的
に
と
ら
え
、
整
備
率
に
よ
り
評
価
す
る
。
 

併
せ
て
、
事
業
実
施
後
の
下
層
植
生
の
発
生
状
況
を
継
続
的
に
調
査
し
、
そ
の
効

果
を
Ｐ
Ｒ
し
、
県
民
に
見
え
る
形
で
事
業
を
進
め
、
県
民
の
理
解
度
や
意
識
の
変
化

に
よ
る
評
価
も
行
う
。
特
に
都
市
部
の
県
民
に
事
業
の
進
捗
状
況
を
わ
か
り
や
す
く

周
知
す
る
。
 

ま
た
、
公
益
的
機
能
の
評
価
に
つ
い
て
は
、
先
進
の
導
入
県
の
状
況
を
参
考
と
し

つ
つ
、
既
存
の
調
査
研
究
の
成
果
等
も
活
用
し
進
め
て
い
く
。
 

  

森
林

の
整

備

（
里

山
林

の

保
全
）
 

手
入
れ
不
足
の

里
山
林
再
生
の

た
め
の
森
林
整

備
、
簡
易
工
作

物
設
置
。
 

地
域
住
民
、
団

体
等
に
よ
る
モ

デ
ル
的
整
備
。
 

  

整
備
箇
所
数
 

42
箇
所
 

提
案
型
里
山
林
整
備
 

 
 3
0
箇
所
 

里
山
林
健
全
化
整
備
 

 
1,
20
0h
a 

  

 
・
利
活
用
状
況
 

・
整
備
・
利
活
用
事
例
集
 

・
利
活
用
の
広
が
り
 

・
県
民
の
理
解
、
意
識
 

 

里
山
林
は
、
そ
の
地
域
ご
と
の
活
用
方
法
に
よ
り
整
備
の
方
法
は
様
々
で
あ
り
、

そ
れ
ぞ
れ
を
同
一
の
手
法
で
評
価
す
る
こ
と
は
課
題
が
あ
り
、
事
業
地
毎
に
地
域
の

活
動
実
績
、
地
域
へ
の
波
及
効
果
等
で
評
価
す
る
。
 

さ
ら
に
、
整
備
前
後
の
状
況
や
活
動
を
事
例
集
等
に
よ
り
、
県
民
に
わ
か
り
や
す

く
伝
え
、
里
山
林
整
備
へ
の
理
解
を
深
め
る
必
要
が
あ
る
。
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計
画
及
び
実
績
 

事
業
 

事
業
目
的
等
 

全
体
計
画
 

実
績
 

評
価
項
目
案
 

調
査
項
目
等
に
対
す
る
考
え
方
等
 

都
市

緑
化

推

進
事
業
 

   

都
市
の
緑
の
保

全
・
創
出
 

緑
化
推
進
の
必

要
性
の
県
民
理

解
 

身
近
な
緑
づ
く
り
 
 

60
箇
所
 

緑
の
街
並
み
推
進
 

 
46
0
箇
所
 

美
し
い
並
木
道
再
生
 
 

24
箇
所
 

県
民
参
加
緑
づ
く
り
 

 
60
0
回
 

 

 
・
緑
地
の
確
保
面
積
 

（
都
市
公
園
＋
本
施
策
）
 

・
民
有
地
緑
化
面
積
 

（
本
施
策
分
）
 

・
優
良
な
緑
化
件
数
 

（
表
彰
制
度
の
創
設
な
ど
）
 

・
緑
化
活
動
参
加
者
の
理
解
、

意
識
 

・
県
民
の
理
解
・
意
識
 

・
参
加
住
民
の
満
足
度
 

・
施
策
実
施
市
町
村
数
 

・
ﾐｸ
ﾛﾚ
ﾍﾞ
ﾙで

の
ﾋｰ
ﾄｱ
ｲﾗ
ﾝﾄ
ﾞ

現
象
の
緩
和
効
果
 

・
緑
地
の
確
保
面
積
、
植
栽
本
数
な
ど
の
実
績
で
進
捗
管
理
を
行
う
。
 

・
波
及
効
果
に
つ
い
て
は
、
対
県
民
、
対
市
町
村
等
と
い
う
各
視
点
で
評
価
項
目
を

検
討
す
る
。
 

・
ヒ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
現
象
の
緩
和
効
果
な
ど
長
期
的
な
効
果
に
つ
い
て
は
、
都
市

全
体
な
ど
マ
ク
ロ
レ
ベ
ル
の
効
果
測
定
・
評
価
が
困
難
な
た
め
、
特
定
の
緑
化
物

件
に
つ
い
て
の
ミ
ク
ロ
レ
ベ
ル
の
効
果
（
地
表
面
気
温
の
低
下
な
ど
）
を
示
す
こ

と
と
し
、
評
価
手
法
、
実
施
方
法
な
ど
の
検
討
を
行
う
。
 

・
県
民
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
の
考
え
方
は
別
紙
の
と
お
り
。
 

 

環
境
活
動
・
学

習
推
進
事
業
 

    

多
様
な
主
体
に

よ
る
自
発
的
な

活
動
の
推
進
 

森
と
緑
を
社
会

全
体
で
支
え
る

機
運
の
醸
成
 

 

交
付
金
交
付
事
業
数
 

 
30
0
事
業
 

    

 
・
県
民
の
理
解
・
意
識
 

       

県
民
や
地
域
と
の
協
働
に
よ
る
取
組
の
広
が
り
に
向
け
た
「
多
様
な
主
体
の
参

加
」
と
い
う
事
業
目
的
を
踏
ま
え
、
事
業
の
進
捗
・
実
績
を
定
量
的
に
評
価
で
き
る

も
の
と
し
て
「
交
付
金
交
付
事
業
数
」
を
選
定
し
た
。
 

効
果
に
関
し
て
は
、
も
う
一
つ
の
事
業
目
的
で
あ
る
「
森
と
緑
を
社
会
全
体
で
支
え

る
機
運
の
醸
成
」
に
照
ら
し
、
森
と
緑
が
持
つ
公
益
的
機
能
な
ど
の
重
要
性
に
対
す

る
「
県
民
の
理
解
・
意
識
」
の
向
上
度
合
い
を
評
価
項
目
と
す
る
（
事
業
実
施
団
体

を
通
じ
て
実
施
す
る
参
加
者
ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
り
把
握
）。
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計
画
及
び
実
績
 

事
業
 

事
業
目
的
等
 

全
体
計
画
 

実
績
 

評
価
項
目
案
 

調
査
項
目
等
に
対
す
る
考
え
方
等
 

森
林

整
備

技

術
者

養
成

事

業
 

 

人
工
林
整
備
に

必
要
な
技
術
者

の
養
成
 

養
成
技
術
者
数
 

20
0
人
 

 
・
養
成
技
術
者
の
従
事
状
況
 
 

・
森
林
整
備
従
事
者
数
 

・
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
対
す
る

受
講
者
の
意
見
 

 
あ
い
ち
森
と
緑
づ
く
り
事
業
（
人
工
林
整
備
事
業
）
の
実
施
に
必
要
な
人
材
を
育

成
す
る
こ
と
が
目
的
で
あ
る
の
で
、
養
成
さ
れ
た
技
術
者
の
事
業
へ
の
従
事
状
況
及

び
そ
の
波
及
効
果
と
し
て
の
森
林
整
備
従
事
者
数
等
に
よ
り
評
価
す
る
。
 

 
ま
た
、
受
講
者
の
意
見
等
を
今
後
の
研
修
に
反
映
さ
せ
て
い
く
。
 

 

木
の

香
る

学

校
づ

く
り

推

進
事
業
 

児
童
・
生
徒
用

机
・
椅
子
の
県

産
材
製
品
の
導

入
 

 

導
入
数
量
 

70
,0
00

ｾｯ
ﾄ 

 

 
・
児
童
、
生
徒
及
び
教
師
へ

の
意
識
調
査
 

・
県
民
、
教
育
関
係
者
意
識
 

・
木
材
等
利
用
の
波
及
効
果
 

県
産
の
木
材
を
活
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
森
林
整
備
の
意
義
や
木
材
利
用
の
効
果

に
つ
い
て
普
及
啓
発
を
す
す
め
る
こ
と
が
目
的
で
あ
り
、
そ
の
導
入
さ
れ
た
机
、
椅

子
あ
る
い
は
森
や
緑
に
対
し
て
の
意
識
や
波
及
効
果
等
に
よ
り
評
価
す
る
。
 

 

森
と

緑
づ

く

り
事
業
全
体
 

 

県
民
共
有
の
財

産
で
あ
る
森
や

緑
を
次
の
世
代

に
健
全
な
状
態

で
引
き
継
ぐ
 

 

－
 

－
 

・
県
民
の
理
解
・
意
識
 

・
事
業
及
び
事
業
進
捗
の
認
知

度
 

・
看
板
等
の
設
置
数
 

・
Ｐ
Ｒ
の
状
況
 

森
や
緑
に
対
す
る
県
民
の
意
識
や
本
事
業
へ
の
県
民
の
理
解
が
重
要
で
あ
る
た
め
、

事
業
の
内
容
や
進
捗
状
況
を
わ
か
り
や
す
く
県
民
の
皆
様
へ
伝
え
る
必
要
が
あ
る
。
 

「
県
民
の
理
解
・
意
識
」
の
向
上
度
合
い
を
評
価
項
目
と
す
る
。（

ア
ン
ケ
ー
ト
等

に
よ
り
把
握
）
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平成２１年度第 1 回あいち森と緑づくり委員会での評価に関する主な意見 
○ 箇所数や面積は評価項目ではなく実績である。 
○ 事業への参加者の意見、評価をアンケート等により聞き、それを活かすべ

き。 
○ 告知、表示、サイン的なものを目標値に掲げて欲しい。 
○ 里山林ではフィールド毎に目標が必要。 
○ 里山林では生物多様性保全、創出は大きな評価軸になる。 
○ 里山林は県民の目に触れやすいので、成果を見えるようにするべき。 
○ 森林の整備の進捗状況を都市部で示して欲しい。 
○ 技術者養成事業ではカリキュラムが事業目的に合致しているかどうかも

評価項目に加えるべき。 
○ 里山林及び都市緑化の事業は面積よりも質を評価すべき。 
○ 長期スパンでの評価を考えても良い。 
○ 公益的機能の科学的評価はとても難しい。事業がメインで研究プロジェク

トでないため、現在の知識、技術でわかる範囲で実施することになる。 
○ 県民の理解は全体に係るものであり、考え方の整理が必要。 
○ 県民の理解や評価について情報整理が必要。 
○ 県民に見える箇所での事業への理解度を高める工夫も評価につなげるべ

き。 
○ 森林整備では本事業でやらないところも見ていく必要がある。 
○ いろいろな軸の事業があり、全庁的な愛知県全体でとらえて欲しい。 
○ ＰＲについても評価手法に加えるべき。 
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